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2015年度福利厚生要求交渉を実施
一日の大半を過ごす職場だから、安全・快適な状態で働きたい！！

「安全衛生委員会」の活性化で、職員の危険・健康障害を防止する基本対策の検討を！

自治労県職労は12月16日、2015年度福利厚生関係要求書を当局に提出しました。
　職員の皆さんが健康で安心して働くことができる職場環境づくりは、とても大切なことです。年明けに回答交渉を行いますが、さまざまな課題が一歩でも前進するよう具体的な提案をしていくために、現場の実態や問題点、ご意見をお寄せください。
自治労県職労の発言（概要）
○安全衛生委員会の活性化

・すでに設置されている委員会があっても、法令で定める「月１回以上の開催」はされていない。

・委員会が開催されても、法令で定める労働者の危険又は健康障害を防止するための基本となるべき対策（労働災害の原因及び再発防止対策等）などの重要事項について、十分な調査や審議が行われていない。

・委員会が担う本来の機能が果たせるよう、活性化に向けた取組みを求める。

・労働者が50人未満の職場においても、法令で安全又は衛生に関する事項について、関係労働者の意見を聴くための機会を設けるよう定めている。実施するよう求める。

○メンタルヘルス対策の強化
・県労連賃金確定交渉で、月80時間超の時間外勤務をした職員全員を対象に、産業医が面接を行うよう改善がされたことはよかったと思う。メンタルヘルス対策が前進するような取組みに結びつけてほしい。

・自分の職場では、新採用で配属された直後、あるいは異動後にメンタル不全になる職員が多い傾向にある。そういった層に焦点をあてたフォロー対策は重要だと思うので、専門家による面談を引き続きお願いしたい。

・職場におけるパワーハラスメントは結構あるなあと思う。若い職員が職場になじめない一つの要因ではないか。自分がパワハラをしているという認識を持っていない職員がいるので、管理職等に対する研修の充実を求める。

・予算調整の作業で深夜にわたって査定している実態がある。中には変調をきたす職員もいる。仕事を効率化しないと、この状態が改善されることはない。

○職場環境の整備

・この時期になると、時間が遅くなるにつれ室温が低下し、寒さをしのぐため、オーバーコートやダウンジャケットを着て仕事をしている。そんな職場は県庁だけで、他にはないと思う。健康に直結する問題なので、時間外においても冷暖房の稼働を。

・新庁舎の3階で仕事をしているが、下の階に事務所がないので、とても寒い。12月に入ってから空調が故障したため、数日暖房が入らない状態に。事前点検をきちんとしたのか？疑問をもっている。

○職員の個人情報の取扱いについて

・健康診断結果やレセプトのデータは一番重要な個人情報であり、法令で保護されている。外部に提供しないこと。

・「神奈川県職員健康経営計画」では、共済組合と連携した健康診断データ・医療費データの分析、活用などに取り組み、データに基づく効果的な健康増進事業、保健事業を推進することとしているが、レセプトデータを目的外に使用しないよう求める。

・また、本人の同意に基づき健康診断等のデータを使用する場合にあっても、組合との協議と合意に基づき、明確なルールを確立するよう求める。

○食堂や売店の確保について

・大勢の職員が働く本庁や合同庁舎においては、食堂や売店は欠かせないもの。仕事が忙しい時は、混雑しているコンビニ等に行く余裕もなく、昼食抜きで仕事をする職員もいるだろう。

・決まった時間に食事をすることは、健康管理の基本である。事業主としてそういった環境を整える責任がある。食堂や売店の確保を求める。

2015年度福利厚生関係要求書

Ⅰ　労働安全衛生の確立について

１　安全衛生委員会の活性化
（１）すでに設置されている委員会については、法令に従い、月1回以上開催し、その内容を組合に報告すること。
（２）開催内容については、単なる報告だけでなく、法令に定められている調査・審議が十分行われるものとすること。
（３）全ての安全衛生委員会に、自治労県職労の代表を加えること。

（４）常時働く労働者が50人以上いる職場には、法令必置の衛生委員会を設置すること。

（５）労働者が50人未満の職場についても、法令で、安全又は衛生に関する事項について、関係労働者の意見を聴くための機会を設けるよう定められている。単独職場で機会を設けていない職場については実施すること。

（６）本庁各庁舎、合同庁舎においては、庁舎ごとに安全衛生委員会を設置すること。
２　メンタルヘルス不全対策について
（１）職員健康管理センターの産業医を専任化し、産業医を責任者とするチームを設け、組合との協議を含めて、発症予防、早期発見、早期ケア、早期復職サポートの枠組みによる総合的なメンタルヘルス不全対策を確立すること。

（２）職場巡視で明らかになった課題を整理し、「こころの健康づくり」推進に向けた具体的な方策について示すこと。

（３）メンタルヘルス不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場の所属長に産業医との面接を義務付け、産業医が状況を把握する仕組みを設けること。

（４）メンタルヘルス不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場、過重労働職場については、産業医の監督のもとで、その原因を調査し、必要な対策を講ずること。

（５）メンタルヘルス対策への産業医の積極的な関与について、組合との協議の中で、具体化すること。
（６）職場支援対策
①メンタルヘルス不全による療養休暇取得者・休職者が発生した職場に対して、人的配置を行うなどの支援を行うこと。

②周囲の職員の相談等が円滑に行えるよう、あらゆる方法で相談窓口を周知徹底すること。
（７）予防対策

①主要合同庁舎等での精神科医による相談会等を定期的に実施するとともに職場巡回相談を充実させること。

②管理監督者研修をはじめとした階層別研修において、メンタルヘルス研修を一層充実させること。また、ハラスメント問題を研修内容に取り入れること。
（８）早期発見・早期ケア対策

①採用後半年経過の職員を対象に、保健師等による面談を引き続き実施し、若年者対策を充実すること。

②庁内においてカウンセリングが受けられるような対策を検討すること。
（９）復帰支援策

①リハビリ勤務実施状況の検証を早急に行うこと。

②復職支援計画全般を産業医が管理する仕組みとすること。
３　健康で安全に働き続けられる職場環境の整備
（１）現職死亡やメンタルヘルス不全、公務災害が発生した所属については、職場の問題点の洗い出しを行い、早急に対策を講じること。

（２）職員が自主運転する庁用自動車について、使用する職員が危険を感じる場合は、引き続き早急に更新すること。

（３）庁用自動車の更新は、労働安全と密接不可分であり、更新基準の変更については、自治労県職労との協議と合意に基づき行うこと。

（４）恒常的な時間外勤務が解消されるまでの措置として、職員の労働安全衛生を確保するために、時間外においても冷暖房を稼働させること。

（５）職場の室温・湿度、照度等は、労働安全衛生法令を遵守すること。例外的な取扱いを行う場合は、自治労県職労との事前協議・合意を前提とすること。

（６）健常者の視点ではなく、障害のある職員・県民の利用を前提に、当事者から意見を聞いたうえで、室温、照明、エレベータ、自動ドア等の設定を検討すること。

（７）廊下、階段等、執務室以外でも安全が確保できるよう、ＪＩＳ規格で定める照度を確保すること。

（８）日常業務で県民や利用者に対応する際、職員が危険を感じる場面があるので、安心して業務を遂行するための対応マニュアルを整備すること。

（９）災害復興（支援）業務にあたる職員については、心身の健康管理のため、派遣中及び派遣終了後に、メンタルヘルス検査等の受診を必須とする健康診断を義務付けること。

（10）放射線被曝等のおそれのある業務にあたる職員については、事前周知を行い、防護策を講じるとともに、放射線被曝に対応した健康診断を行うこと。

（11）貸与被服の配付にあたっては、衛生管理上清潔な被服を着用する必要があること、職員が安全に業務を遂行できる状態にすることが必要であることから、必要な予算措置を講ずること。
Ⅱ　職員の個人情報の取扱いについて
（１）職員の健康診断結果やレセプトデータを外部に提供しないこと。
（２）「神奈川県職員健康経営計画」の実施にあたり、レセプトデータを目的外に使用しないこと。
（３）「神奈川県職員健康経営計画」の実施にあたり、本人の同意なく健康診断等データを使用しないこと。また、本人の同意に基づく健康診断等データを使用する場合であっても、組合との協議と合意に基づき、明確なルールを確立すること。
Ⅲ　仕事を進める条件の整備について
１　福利厚生等について
（１）庁舎建設・再編にあたっては、法定の休養室はもとより、職員が気分転換できる場や食堂、売店等を確保すること。

（２）福利厚生事業の実施にあたっては、効果的な活用が行われているかを検証し、職員の健康増進やライフステージなどを考慮して充実を図ること。

（３）職員健康管理センターについては、職員にとって利用しやすいあり方を、自治労県職労との協議のうえ検討すること。
Ⅳ　臨任・非常勤職員等の賃金・労働条件改善

（１）常勤職員の指定年齢健康診断、婦人科検診に相当する健康診断を実施すること。
Ⅴ　ノーマライゼーションの推進について 
（１）福利厚生情報の視覚障害者への提供は、点字、音声など、当事者の希望に応じて行うこと。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































